
747 

  
 



 

748 

  
 

「大日本婦人会々歌」（本書 214 号） 



749 

 

昭
和
戦
時
期
の
史
料
を
見
て
い
る
と
、「
婦
人
会
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。 

 
例
え
ば
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
五
日
付
け
〔
陸
軍
中
佐
増
山
藤
平

西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
教
練
科
査
閲
に
つ
き
桑
原
ま
き
子
宛
依
頼
〕
は
、
他
の
団
体

の
人
に
宛
て
た
依
頼
文
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
西
浅
羽
村
長
溝
の
婦
人
会
員
に
宛
て

た
も
の
で
す
。 

 

拝
啓
秋
冷
の
候
、
愈
〻
御
清
穆
奉
二

大
賀
一

候
。
陳
者
来
る
二
十
八
日
午
後
一
時

よ
り
陸
軍
中
佐
増
山
藤
平
殿
査
閲
官
と
し
て
御
来
校
、
本
年
度
教
練
科
査
閲
執

行
致
さ
る
ゝ
相
成
候
。 

緊
迫
せ
る
時
局
下
青
年
学
校
教
育
振
興
の
愈
〻
急
務
た
る
は
贅
言
を
要
せ
ざ
る

所
、
何
卒
、
村
内
挙
っ
て
御
後
援
下
さ
る
思
召
を
以
て
万
障
御
繰
合
せ
御
参
列

賜
は
り
度
、
此
段
御
願
申
上
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

敬
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追
て
婦
人
会
員
の
方
々
は
、
国
防
婦
人
会
の
襷
御
着
用
下
さ
る
や
う
申
添
候
。 

昭
和
十
六
年
十
月
二
十
五
日 

西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
長
金
原 

進
（
印
） 

 

『
桑
原
ま
き
子
』
殿
（1

） 

  

陸
軍
中
佐
に
よ
る
西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
視
察
に
際
し
て
、
村
内
挙
っ
て
参
列
し

て
ほ
し
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
追
伸
文
に
「
婦
人
会
員
の
方
々
は
、
国
防
婦
人
会

の
襷
御
着
用
下
さ
る
や
う
申
添
候
」
と
あ
り
、
婦
人
会
員
（
国
防
婦
人
会
員
）
は
、
国

防
婦
人
会
の
襷
を
掛
け
て
参
列
し
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

右
の
史
料
に
登
場
し
た
襷
と
、
そ
れ
か
ら
白
い
割
烹
着
は
、
国
防
婦
人
会
の
制
服

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

 

袋
井
に
は
、
ま
さ
に
そ
の
大
日
本
国
防
婦
人
会
と
、
袋
井
町
婦
人
会
の
名
前
が
書

か
れ
た
襷
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
【
写
真
１
】。 

 

［
面
１
］ 

 

『
袋
井
町
婦
人
会
』（
☆
） 

 

（
☆
／
印
刷
／
原
文
横
書
き
） 

 

「
関
西
本
部
御
指
定
／
錦
華
紡
績
分
会
扱
」 

 

 

（
★
／
印
刷
） 

「（
大
日
本
国
防
婦
人
会
徽
章
） 

□
」 

  

［
面
２
］ 

 

大
日
本
国
防
婦
人
会
（2

） 

 

も
と
も
と
は
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
印
刷
さ
れ
た
襷
で
す
。
裏
面
に
型
抜
き

文
字
で
「
袋
井
町
婦
人
会
」
と
い
う
文
字
を
書
い
て
い
ま
す
。 

（
一
九
四
一
） 

（
手
書
） 

（
型
抜
き
文
字
） 

『
袋
井
町
婦
人
会
』 

（
山
折
り
線
） 

（
型
抜
き
文
字
） 

（
★
） 

九区 

〔
式 
カ
〕 

大
日
本
国
防
婦
人
会 

（
谷
折
り
線
） 

（「
静
岡
県
磐
田
／
郡
西
浅
羽
村
立
／
青
年
学
校
長
」） 

【写真１】婦人会襷 

（本書 335 号） 
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襷
に
は
強
い
折
り
目
が
つ
い
て
い
て
、
旧
所
有
者
は
「
袋
井
町
婦
人
会
」
と
書
か

れ
た
面
を
主
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
作
成
順
と
し
て
は
、
面
２
が

先
に
あ
り
、
面
１
の
方
が
後
の
成
立
で
す
（
【
写
真
１
】
は
面
１
）。 

婦
人
会
、
特
に
国
防
婦
人
会
に
つ
い
て
は
、
藤
井
忠
俊
『
国
防
婦
人
会
』（
岩
波
新

書
、
一
九
八
五
年
）
と
い
う
、
専
門
外
の
人
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
研
究
が
あ
る

の
で
す
が
、
私
の
手
元
に
な
く
、
図
書
館
に
も
な
く
、
相
互
貸
借
で
も
手
元
に
届
く

の
に
一
月
近
く
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
回
は
参
照
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

項
で
藤
井
著
書
を
参
照
で
き
て
い
な
い
の
は
右
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
す
。
御
了
承

く
だ
さ
い
。 

話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

 

日
本
に
お
け
る
軍
事
援
護
を
目
的
と
す
る
団
体
、
銃
後
婦
人
会
は
三
つ
存
在
し
て

い
ま
し
た
。 

一
つ
目
は
愛
国
婦
人
会
。 

日
清
戦
後
の
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
発
足
し
た
、
軍
事
支
援
が
目
的
で

作
ら
れ
た
最
初
の
全
国
的
な
婦
人
団
体
で
す
。
会
長
は
皇
族
妃
。
内
務
省
の
後
援
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
華
族
婦
人
や
上
流
婦
人
が
対
象
の
組
織
で
、
慰
問
袋
づ
く
り
や

出
征
兵
士
の
送
迎
、
兵
士
の
遺
族
、
留
守
家
族
の
後
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

二
つ
目
は
大
日
本
連
合
婦
人
会
で
す
。 

こ
ち
ら
は
少
し
印
象
が
薄
い
で
す
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
民
へ
の
浸
透
に
直
面

し
て
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
文
部
省
が
設
立
し
た
団
体
で
す
。
思
想
の
善
導
と

生
活
改
善
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。「
お
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る
皇
国
民
を
育
て

る
母
」
と
し
て
女
性
が
自
覚
す
る
よ
う
な
生
活
改
善
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
（3

）
。 

 

三
つ
目
が
、
先
ほ
ど
登
場
し
た
国
防
婦
人
会
で
す
。 

 

国
防
婦
人
会
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
大
阪
市
港
区
の
一
角
で
主
婦
安

田
せ
い
・
三
谷
英
子
ら
に
よ
っ
て
「
大
阪
国
防
婦
人
会
」
と
し
て
誕
生
し
た
団
体
が

は
じ
ま
り
で
、
僅
か
一
、
二
年
の
内
に
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
し
て
全
国
に
広
が

り
ま
し
た
（4

）
。 

 

大
日
本
国
防
婦
人
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
。
大
日
本

国
防
婦
人
会
の
設
立
に
は
、
軍
（
特
に
陸
軍
）
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
（5

）
。 

大
日
本
国
防
婦
人
会
の
理
念
に
は
、
家
庭
経
済
の
確
立
に
加
え
、
国
家
総
動
員
の

際
、
男
子
に
代
わ
る
つ
と
め
を
果
た
す
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
愛
国

婦
人
会
な
ど
の
他
の
婦
人
団
体
に
は
な
い
要
素
で
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
の
中
、
総

力
戦
体
制
に
乗
り
出
し
た
軍
部
の
構
想
が
投
影
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（6

）
。

お
国
の
た
め
に
丈
夫
な
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
生
み
育
て
、
天
皇
の
た
め
差
し
出
す
こ

と
、
た
と
え
そ
の
子
が
戦
死
し
て
も
、
そ
れ
を
名
誉
と
受
け
止
め
決
し
て
嘆
き
悲
し

ま
な
い
こ
と
、
軍
国
の
母
あ
る
い
は
妻
を
作
る
こ
と
、
と
い
っ
た
、
軍
の
狙
い
が
、
国

防
婦
人
会
の
指
導
理
念
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
（7

）
。 

 

国
防
婦
人
会
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
（
割
烹
着
）
に
襷
掛
け
、
と
い
う
特
徴
的
な
姿

で
、
お
茶
や
や
か
ん
を
持
っ
て
接
待
、
兵
営
や
陸
軍
病
院
で
の
洗
濯
奉
仕
、
防
空
演

習
時
の
炊
飯
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
（8

）
。
防
空
演
習
に
つ
い
て
は
本
書
「
防
空
」

の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
特
徴
的
な
姿
も
、
認
知
度
ア
ッ
プ
や
団
体
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

国
防
婦
人
会
の
特
徴
は
、
当
時
、
差
別
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
芸
妓
や
女
子
労
働

者
（「
女
工
」）
な
ど
に
も
加
入
促
進
を
図
っ
た
こ
と
で
す
。
愛
国
婦
人
会
は
、
前
述
の

と
お
り
上
流
婦
人
が
対
象
で
し
た
が
、
国
防
婦
人
会
で
は
、
そ
う
し
た
婦
人
会
に
は

入
れ
な
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
（9

）
。 

 

国
防
婦
人
会
が
女
子
労
働
者
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
の
は
、
軍
に
よ
る
労
働
運
動

つ
ぶ
し
の
一
環
だ
っ
た
と
言
う
話
（1

0

）

で
す
が
、
皆
が
割
烹
着
と
い
う
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
を
身
に
纏
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
差
別
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
に
も
平
等

の
幻
想
を
与
え
た
こ
と
が
、
国
防
婦
人
会
の
拡
大
の
一
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（1

1

）
。 

 

こ
れ
ら
は
軍
に
よ
る
お
膳
立
て
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
軍
と
の
癒
着
は
、
国
防
婦

人
会
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
し
た
（1

2

）
。 

 

国
防
婦
人
会
の
活
動
は
、
主
婦
が
公
然
と
外
出
し
、
人
と
会
う
機
会
を
与
え
る
も

の
で
、
ひ
と
つ
の
「
女
性
解
放
」
に
も
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
（1

3

）
。
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そ
れ
だ
け
当
時
の
女
性
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

し
た
と
こ
ろ
に
軍
は
入
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

 
各
種
の
婦
人
団
体
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
統
一
さ
れ
、
大
日
本
婦
人
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
（1

4

）
。 

 

国
防
婦
人
会
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
整
備
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
町
村
レ
ベ
ル
の
規
模
で
の
活
動
な
ど
の
実
態
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

部
分
が
あ
る
と
言
い
ま
す
（1

5

）
。
本
書
に
収
録
し
た
史
料
が
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
西
浅
羽
村
の
史
料
に
は
、
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
の
も
の
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
十
二
日
付
け
〔
愛
国
婦
人
会
西
浅

羽
村
分
会
入
会
募
集
〕
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

粛
啓
時
下
炎
暑
ノ
砌
愈
々
御
健
勝
欣
喜
斯
ノ
事
ニ
御
座
候
。
陼
者
非
常
時
局
ニ

際
シ
、
銃
後
ノ
護
リ
最
モ
喫
緊
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
有
レ

之
。
我
ガ
愛
国
婦
人
会
ニ
於

テ
ハ
出
征
軍
人
ノ
歓
送
及
家
族
ノ
慰
問
並
ニ
慰
問
袋
ノ
募
集
等
々
、
目
下
大
童

ト
ナ
リ
テ
大
活
動
中
ニ
有
レ

之
候
モ
、
北
支
ノ
状
況
並
ニ
上
海
ヲ
中
心
ト
ス
ル
長

江
一
帯
風
雲
頓
ニ
急
ヲ
告
ゲ
、
統
治
ノ
活
躍
更
ラ
ニ
一
段
ノ
努
力
ヲ
要
ス
ル
モ

ノ
有
レ

之
。
コ
ノ
際
会
員
ノ
大
募
集
ヲ
為
シ
、
是
ノ
非
常
時
局
ニ
善
処
ス
ベ
ク
、

其
ノ
筋
ノ
依
頼
モ
有
レ

之
旁
々
甚
ダ
御
迷
惑
ノ
事
ト
存
シ
候
ヘ
共
、
之
ノ
際
奮
ツ

テ
御
入
会
ノ
儀
御
承
諾
ノ
栄
ヲ
得
度
、
此
段
得
二

貴
意
一

申
候
。 
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昭
和
十
二
年
八
月
十
二
日 

愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会 

殿
（1

6

） 

  

出
征
軍
人
の
歓
送
迎
、
家
族
の
慰
問
、
慰
問
袋
の
募
集
な
ど
に
大
忙
し
の
中
、「
北

支
ノ
状
況
並
ニ
上
海
ヲ
中
心
ト
ス
ル
長
江
一
帯
風
雲
頓
ニ
急
ヲ
告
ゲ
」―

―

つ
ま
り
、

七
月
七
日
の
日
中
戦
争
勃
発
で
す―

―

非
常
時
局
と
な
っ
た
の
で
、
会
員
の
大
募
集

を
行
う
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

愛
国
婦
人
会
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
、
日
中
戦

争
勃
発
を
受
け
、
七
月
十
五
日
に
本
部
役
員
会
を
行
い
、
七
月
十
八
日
付
け
通
牒
で
、

活
動
の
変
更
を
宣
言
。
救
済
事
業
を
縮
小
し
、
銃
後
支
援
中
心
の
活
動
に
変
化
し
ま

し
た
（1

7

）
。 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
十
二
日
付
け
〔
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
入

会
募
集
〕
は
、
そ
う
し
た
変
化
の
直
後
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新
た
な
活
動
方
針

の
も
と
、
新
会
員
を
募
集
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
九
日
付
け
「
庶
乙
第
四
六
五
号 

国
民
精
神

作
興
週
間
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
国
民
精
神
総
動
員
に
の
っ
と
り
様
々
な
活
動
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
依
頼
文
で
す
【
写
真
２
】
。 

 

庶
乙
第
四
六
五
号 

昭
和
十
二
年
十
一
月
九
日 

西
浅
羽
村
長
竹
原
九
平
（
印
） 

振
興
委
員
。
男
子
青
年
団
。
在
郷
軍
人

報
徳
社
長
。
女
子
青
年
団
。
婦
人
会
長

殿 

国
民
精
神
作
興
週
間
実
施
ニ
関
ス
ル
件 

『
国
家
興
隆
ノ
本
ハ
国
民
精
神
ノ
剛
健
ニ
在
リ
』
ト
宣
ヘ
ル
聖
旨
ヲ
奉
戴
シ
、

国
民
精
神
作
興
ニ
関
ス
ル
詔
書
渙
発
ノ
記
念
日
タ
ル
十
一
月
十
日
ヲ
以
テ
始
マ

ル
一
週
間
ヲ
、
国
民
精
神
作
興
週
間
ト
ナ
シ
、
国
民
精
神
總
動
員
ノ
趣
旨
ニ
立

脚
シ
テ
、
左
記
ニ
依
リ
実
施
セ
ラ
レ
度
旨
、
其
ノ
筋
ヨ
リ
通
牒
ノ
次
第
モ
有
レ

之

候
条
、
一
般
村
民
ヘ
徹
底
実
施
督
励
セ
ラ
タ
ク
、
此
段
御
依
頼
候
也
。（1

8

） 

 

［
裏
面
］ 

 

（
空
白
マ
マ
） 

（
一
九
三
七
） 

〔
陳
〕 

（
こ
の
二
重
鉤
括
弧
原
文
に
あ
り
） 

（
宛
先
の
句
点
原
文
マ
マ
） 

（
一
九
三
七
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

〔
レ 

脱
〕 
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記 
日

順 

月

日 

目

標 
 
 

実

施

事

項 

第
一
日 
十
一
月

十

日 

詔
書
奉
読
日 

◎
午
前
十
時
村
長
一
同
ガ
小
学
校
ニ
参
集
詔
書 

奉
読
式
挙
行
。
村
長
国
民
精
神
作
興
ヲ
強
調
ス 

第
二
日 

十
一
月

十
一
日 
質
実
剛
健
日 

 

聖
恩
ヲ
拝
謝
シ
出
征
将
兵
ノ
苦
労
ヲ
顧
ミ
銃

後
ノ
護
リ
ヲ
固
ク
ス

 

第
三
日 

十
一
月

十
二
日 

生
活
反
省
日 

 

無
駄
ヲ
排
シ
困
苦
欠
乏
ニ
堪
エ
ル
習
慣
ヲ
作

リ
生
活
改
善
ノ
実
行
ヲ
図
ル
コ
ト

 

第
四
日 

十
一
月

十
三
日 

勤
労
報
国
日 

 
各
戸
筵
二
枚
ヲ
夜
業
ノ
延
長
ニ
依
リ
作
製
其

ノ
代
金
十
銭
ヲ
貯
蓄
ス
ル
コ
ト

 

第
五
日 

十
一
月

十
四
日 

勤
労
奉
仕
日 

 

勤
労
奉
仕
班
ニ
於
テ
各
班
ニ
別
レ
出
征
軍
人

家
庭
ノ
勤
労
奉
仕
ニ
努
ム
ル
コ
ト

 

第
六
日 

十
一
月

十
五
日 

神
社
参
拝
日 

 

各
字
別
ニ
其
字
神
社
ニ
参
拝
シ
皇
軍
ノ
武
運

長
久
ヲ
祈
願
ス
ル
コ
ト

第
七
日 

十
一
月

十
六
日 

禁

酒

日 
 

是
ノ
日
村
民
一
般
飲
酒
ヲ
禁
ジ
戦
線
将
兵
ニ

対
シ
遙
カ
ニ
敬
意
ヲ
表
ス
ル
コ
ト

 

   

こ
ち
ら
の
史
料
の
宛
先
に
あ
る
「
婦
人
会
」
は
国
防
婦
人
会
で
し
ょ
う
か
？ 
裏

面
の
一
覧
の
中
で
は
、
ど
れ
も
関
わ
っ
て
き
そ
う
で
す
が
、
特
に
、
第
五
日
の
勤
労

奉
仕
日
が
婦
人
会
と
関
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
第
四
日
勤
労
報
国
日
の
各
戸
莚

の
夜
業
な
ど
は
、
本
書
「
藁
の
戦
争
」
の
項
に
も
関
わ
っ
て
き
そ
う
で
す
。 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
二
日
付
け
「
庶
乙
第
六
三
号 

分
会
總
会

並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
の
活
動

に
関
す
る
も
の
で
す
。 

 

庶
乙
第
六
三
号 

昭
和
拾
参
年
弐
月
弐
拾
弐
日 

 

愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会 

愛

国

婦

人

会

員
『
桑
原
は
つ
』
殿 

分
会
總
会
並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件 

支
那
事
変
ハ
、
幸
ニ
皇
軍
ノ
勇
戦
力
闘
ニ
依
リ
連
戦
連
勝
ノ
威
大
ナ
ル
戦
果
ヲ

収
メ
、
敵
ノ
首
都
南
京
モ
旧
臘
陥
落
シ
テ
、
国
民
政
府
ハ
為
メ
ニ
四
分
五
裂
シ

タ
ル
ニ
依
ラ
ズ
、
毫
モ
反
省
ノ
色
無
ク
、
益
々
覆
面
ニ
躍
ル
某
々
国
ニ
依
存
シ

テ
、
長
期
抗
戦
ヲ
豪
語
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
為
ニ
我
ガ
国
ニ
於
テ
モ
長
期
戦
下
ノ
体

勢
ヲ
整
ヘ
テ
、
既
ニ
第
二
段
階
ノ
作
戦
ニ
入
リ
、
愈
々
益
々
国
民
精
神
ヲ
總
動

員
シ
テ
堅
忍
持
久
時
難
克
服
ニ
邁
進
ス
ル
ニ
ハ
、
婦
人
ノ
努
力
ニ
俟
ツ
ベ
キ
モ

ノ
頗
ル
多
キ
ニ
鑑
ミ
、
本
分
会
ニ
於
テ
ハ
、
左
記
ノ
如
ク
分
会
總
会
ヲ
開
催
シ
、

且
ツ
長
期
戦
下
ノ
家
庭
実
践
事
項
並
ニ
婦
人
報
告
強
調
週
間
実
施
要
項
ヲ
決
定
、

実
行
致
度
候
条
、
当
日
御
差
繰
リ
御
出
席
相
煩
度
、
此
段
及
二

御
通
知
一

候
也
。 

記 

（
左
表
中
句
点
原
文
マ
マ
） 

（
一
九
三
八
） 

（
手
書
） 

【写真２】作興週間（本書 30 号） 



753 

一
、
總

会 
 

参
月
六
日
午
前
拾
時
西
浅
羽
村
小
学
校
ニ
開
催=

=
=

=

但
シ
当

日
御
弁
当
持
参
ノ
コ
ト 

二
、
長
期
戦
下
ニ
於
ケ
ル
各
家
庭
実
践
事
項
大
綱 

第
一 

 

健
全
ナ
ル
家
風
ノ
作
興 

第
二 

 

適
正
ナ
ル
生
活
ノ
実
行 

第
三 

 

皇
軍
ト
シ
テ
ノ
子
女
ノ
養
育 

実
践
事
項 

一
、 

毎
朝
皇
太
神
宮
ヲ
遙
拝
シ
皇
室
ノ
御
安
泰
ヲ
祈
リ
奉
ル
。 

二
、 

祝
祭
日
ニ
ハ
必
ズ
国
期
ヲ
正
シ
ク
掲
グ
ル
コ
ト
。 

三
、 

毎
朝
神
仏
ヲ
礼
拝
シ
、
又
幼
長
ノ
礼
ヲ
正
シ
、
家
庭
ノ
和
合
ニ

務
ム
。 

四
、 

物
品
ノ
公
売
ニ
ハ
必
ズ
現
金
買
ト
ス
ル
コ
ト
。 

五
、 

収
入
ニ
対
シ
必
ズ
天
引
貯
金
ヲ
行
フ
コ
ト
。 

六
、 

服
装
ハ
質
素
簡
単
ヲ
旨
ト
シ
外
来
悪
風
ノ
模
倣
ヲ
避
ク
。 

七
、 

婚
儀
葬
礼
其
ノ
他
ノ
家
庭
行
事
ハ
質
素
ヲ
旨
ト
シ
厳
粛
ニ
行

フ
。 

八
、 

朝
寝
夜
更
シ
ノ
悪
風
ヲ
矯
ム
。 

九
、 

時
間
ノ
確
守
活
用
ニ
努
ム
。 

一
〇

、 

金
物
、
毛
織
物
、
燃
料
等
ヲ
節
約
シ
、
廃
物
及
死
蔵
物
ノ
利
用

ヲ
図
ル
。 

一
一

、 

火
災
其
ノ
他
ノ
災
害
防
止
ニ
努
ム
。 

一
二

、 

児
童
ノ
訓
練
ト
栄
養
ト
ニ
注
意
シ
、
以
テ
心
身
ヲ
鍛
錬
シ
、
健

全
ナ
ル
家
庭
教
育
ニ
努
ム
。 

一
三

、 

徒
歩
ヲ
励
行
シ
、
適
当
ナ
ル
運
動
ヲ
行
ヒ
、
心
身
ノ
鍛
錬
ス
。 

一
四

、 

禁
酒
禁
煙
又
ハ
節
酒
節
煙
ノ
励
行
ヲ
図
ル
。 

一
五

、 

隣
保
扶
助
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ル
為
メ
常
ニ
隣
近
所
ト
相
親
シ
ク
互

ニ
扶
ケ
合
フ
コ
ト
。 

（
実
施
事
項
表
略
）（1

9

） 

  

表
の
文
字
組
を
反
映
さ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
実
施
事
項
の
表
は
省
略
し

ま
し
た
。
文
面
は
本
書
史
料
編
三
九
号
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
左
に
【
写
真
３
】
と
し

て
、
後
半
部
分
の
写
真
を
載
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
内
容
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
九
日
付
け

「
庶
乙
第
四
六
五
号 

国
民
精
神
作
興
週
間
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
の
宛
先
「
婦
人
会
」

〔
旗
〕 

【写真３】実施事項（本書 39 号） 
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も
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
「
実
践
事
項
」「
実
施
事
項
」
は
、
戦
時
期
の
諸
分
野

に
わ
た
る
特
徴
的
な
活
動
を
見
事
に
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
前
文
も
含
め
て
、
一
つ

一
つ
注
釈
を
付
け
て
解
説
を
す
れ
ば
、
戦
時
期
生
活
史
を
描
く
上
で
重
要
な
史
料
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
本
書
「
生
活
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
）。 

 

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
諸
内
容
は
、
日
露
戦
後
に
出
さ
れ
た
「
愛
婦
平
和
時
不
要

論
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
満
州
事
変
後
、
清
浦
奎
吾
や
下
田
歌
子
ら
が
中
心
と
な

っ
て
ま
と
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
印
刷
し
て
各
支
部
に
送
付
し
た
「
婦
人
報
国
運
動

実
効
要
目
」
に
つ
な
が
る
も
の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
（2

0

）
。 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
と
書
い
て
あ
る
も
の
の
、
内
容
と
、
同
じ
く
綴
じ
ら
れ

て
い
る
前
後
の
文
書
か
ら
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
三

月
四
日
付
け
「
地
久
節
奉
祝
並
ニ
總
会
見
合
セ
ノ
件
」
は
、
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村

分
会
が
、
地
久
節
と
總
会
の
中
止
を
伝
え
た
通
知
で
す
【
写
真
４
】。 

 

昭

和

十

二

年

三

月

四

日 

愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会 

『
桑
原
ふ
で
』
殿 

地
久
節
奉
祝
並
ニ
總
会
見
合
セ
ノ
件 

曩
ニ
御
通
牒
申
上
置
候
、
来
ル
六
日
ノ
地
久
節
奉
祝
挙
式
並
ニ
本
分
会
昭
和
十

三
年
度
總
会
ノ
儀
ハ
、 

故

山

階

宮

大

妃

殿

下 

薨
去
御
服
喪
中
ノ
趣
キ
ニ
拝
承
、

御
遠
慮
申
上
ル
事
ニ
相
成
候
ニ
付
、
此
段
及
二

通
知
一

候
。 

敬

具 

追
テ
実
践
事
項
ハ
実
行
方
可
レ

然
御
配
意
相
煩
シ
度
。（2

1

） 

  

地
久
節
は
、
皇
后
の
誕
生
日
を
祝
う
日
で
す
。
こ
の
と
き
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九

三
八
）
二
月
二
十
六
日
に
、
山
階
宮
菊
麿
王
妃
常
子
薨
去
に
よ
り
服
喪
中
、
と
い
う

こ
と
で
、
地
久
節
と
總
会
の
執
行
を
見
合
わ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
五
日
付
け
「
蚊
帳
釣
環
献
納
運
動
ニ
関
ス
ル
協

議
会
ノ
件
」
を
見
る
と
、
婦
人
会
は
、
金
属
供
出
の
呼
び
か
け
の
よ
う
な
こ
と
も
や

っ
て
い
た
よ
う
で
す
【
写
真
５
】
。 

 

昭
和
十
五
年
十
月
五
日 

 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
長 

 

西
浅
羽
村
婦
人
会
全
役
員
殿 

仝 
 
 

女
子
青
年
団
長
殿 

 

蚊
帳
釣
環
献
納
運
動
ニ
関
ス
ル
協
議
会
ノ
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
御
協
議
致
度
候
ニ
付
、
御
多
用
中
甚
ダ
恐
入
候
ヘ
共
、
左
記

ニ
依
リ
御
集
会
相
煩
シ
度
、
此
段
御
通
知
申
上
候
。 

記 

一
、
日
時 

 
昭
和
十
五
年
十
月
九
日 

午
後
二
時 

〔
三
／
内
容
と
前
後
の
収
録
文
書
よ
り
〕 

（
手
書
） 

〔×

に
〕 

（
一
九
四
〇
） 

（
一
九
四
〇
） 

（
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
六
日
山
階
宮
菊
麿
王
妃
常
子
薨
去
） 

【写真４】地久節・總会中止（本書 41 号） 
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二
、
場
所 

 

西
浅
羽
小
学
校 

以
上
（2

2
） 

  

「
西
浅
羽
婦
人
会
」
が
ど
の
婦
人
団
体
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。 

 

蚊
帳
釣
環
献
納
運
動
。
文
字
通
り
、
蚊
帳
の
釣
環
を
献
納
す
る
運
動
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
運
動
は
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
金
属
供
出
の
一
種
ら
し
く
、
全
国
的
に
女

性
が
関
わ
っ
た
記
録
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
ま
だ
追
い
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
調

べ
た
ら
色
々
出
て
き
ま
し
た
。
時
期
が
限
ら
れ
て
い
て
、
全
国
に
記
録
が
あ
る
、
と

い
う
特
徴
的
な
記
録
の
残
り
方
を
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
全
国
の
記
録
を
集
め
た

ら
何
か
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
今
回
は
時
間
切
れ
で
し
た
。 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
六
日
付
け
「
国
婦
静
第
一
一
五
号 

聖
業
完

遂
祈
願
式
挙
行
ノ
件
通
牒
」
は
国
防
婦
人
会
の
史
料
で
す
。 

 

国
婦
静
第
一
一
五
号 

聖
業
完
遂
祈
願
式
挙
行
ノ
件
通
牒 

十
月
十
六
日 

 

大
日
本
国
防
婦
人
会
静
岡
地
方
本
部
（
印
） 

各 

支
部

分
会 

御
中 

来
ル
十
月
十
五
日
ヨ
リ
廿
一
日
ニ
亙
リ
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
ヲ
挙
行
シ
、
一
万

五
千
余
程
ノ
英
霊
ヲ
合
祀
セ
ラ
ル
ヽ
、
誠
ニ
畏
キ
極
ミ
ナ
リ
。 

然
ル
ニ
国
際

情
勢
ノ
愈
〻
緊
迫
セ
ル
ヲ
思
ヘ
バ
、
恂
ニ
聖
業
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
痛
感
ス
。

此
ノ
時
ニ
方
リ
帝
国
在
郷
軍
人
会
静
岡
支
部
ニ
於
テ
ハ 

聖
業
完
遂
祈
願
式
ヲ

挙
行
シ
、
時
難
克
服
ニ
邁
進
セ
ン
ト
ス
。 

当
地
方
本
部
モ
亦
之
ニ
呼
応
シ
テ

同
会
ト
連
繋
シ
、
或
ハ
別
個
ニ
地
方
ノ
情
況
ニ
即
シ
概
ネ
本
月
中
ニ
適
宜
支
部

又
ハ
分
会
毎
ニ
聖
業
完
遂
祈
願
式
ヲ
実
施
シ
テ
、
一
層
時
局
ノ
認
識
ト
銃
後
ノ

強
化
ト
ヲ
図
リ
、
以
テ
靖
国
ノ
英
霊
ニ
応
フ
ル
様
致
シ
度
、
及
二

通
牒
一

候
也
。

（2
3

） 

  

在
郷
軍
人
会
が
主
催
し
て
い
た
戦
勝
祈
願
祭
に
つ
い
て
、
国
防
婦
人
会
の
静
岡
地

方
本
部
か
ら
、
各
支
部
、
分
会
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
祈
願
式
実
施
の
通
牒
で
す
。
先

に
見
た
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
二
日
付
け
「
庶
乙
第
六
三
号 

分
会

總
会
並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件
」
の
「
三
、
婦
人
報
国
強
調
週
間
実
施

事
項
」、「
奉
祝
ノ
日
」
に
「
二
、
午
前
拾
時
小
学
校
ニ
於
テ
挙
式 

〈
国
歌
奉
唱
・
皇

居
神
宮
遙
拝
・
皇
威
宣
揚
・
武
運
長
久
祈
願
〉」（〈 

〉
内
細
字
双
行
書
）
と
あ
っ
た

よ
う
に
、
小
学
校
で
国
歌
を
歌
い
、
皇
居
と
神
宮
を
遙
拝
し
、
祈
願
を
す
る
、
と
い
う

よ
う
な
次
第
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
（【
写
真
３
】
参
照
）
。
一
応
、
左
に
該
当
箇
所

（「
奉
祝
ノ
日
」）
の
み
抜
き
出
し
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

一
、
朝
赤
飯
ヲ
炊
キ
一
家
挙
テ
祝
膳
ニ
向
フ 

二
、
午
前
拾
時
小
学
校
ニ
於
テ
挙
式 

国
歌
奉
唱 

皇
居
神
宮
遙
拝

皇
威
宣
揚
、
武
運
長
久
祈
願 

三
、
午
後
集
会…

母
ノ
日…

各
位
協
定 

（
後
略
）（2

4

） 

 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
十
八
日
付
け
「
庶
乙
第
一
七
七
号 

婦
人
会
員

【写真５】蚊帳釣環献納運動 

（本書 87 号） 

（「
大
日
本
国
／
防
婦
人
会
／
［ 

 
 

］」） 
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ニ
対
ス
ル
軍
事
訓
練
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
る
と
、
婦
人
会
員
も
軍
事
訓
練
を
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
【
写
真
６
】。 

 

庶
乙
第
一
七
七
号 

昭
和
十
八
年
五
月
十
八
日 

西
浅
羽
村
長 

部
落
会
長
殿 

婦
人
会
員
ニ
対
ス
ル
軍
事
訓
練
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
、
先
般
来
多
大
ノ
御
高
配
相
煩
シ
居
リ
候
処
ナ
ル
モ
、

左
記
妊
婦
ニ
付
テ
ハ
可
レ

成
除
外
又
ハ
特
別
扱
ヒ
ノ
方
途
ヲ
講
ゼ
ラ
ル
ヽ
様
、
何

分
ノ
御
配
意
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
。 

記 

長
溝 竹

原
と
よ 

 

桑
原
操 

 

大
岡
よ
し 

 

仁
科
は
つ
ゑ 

仁
科
か
ね
子
（2

5

） 

  

本
題
は
、
妊
婦
は
軍
事
訓
練
か
ら
な
る
べ
く
除
外
す
る
か
、
特
別
扱
い
を
す
る
よ

う
に
、
と
の
通
知
で
す
。 

こ
の
時
期
に
は
既
に
、
各
種
婦
人
団
体
は
統
合
さ
れ
て
大
日
本
婦
人
会
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
頃
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
「
大
日
本
婦

人
会
々
歌
」
と
い
う
史
料
が
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
十
八
日
付
け
「
庶
乙

第
一
七
七
号 

婦
人
会
員
ニ
対
ス
ル
軍
事
訓
練
ニ
関
ス
ル
件
」
と
同
じ
綴
の
、
ほ
ど

近
い
と
こ
ろ
に
挟
ま
っ
て
い
ま
し
た
（
本
書
七
四
八
頁
に
写
真
）。 

 

大
日
本
婦
人
会
々
歌 

一
、
世
界

セ

カ

イ

に
比ヒ

な
き 

日ヒ

の
本モ

ト

の 

婦
人

ヲ

ミ

ナ

の
徳ト

ク

を 
 

磨ミ
ガ

き
つ
ゝ 

皇
国

ミ

ク

ニ

に
つ
く
す 

ま
ご
こ
ろ
を 

こ
ゝ
に
結ム

ス

べ
る 

わ
れ
ら
の
会

ツ
ド
ヒ 

二
、
我ワ

が
家ヤ

を
守マ

モ

り 

と
ゝ
の
へ
て 

日ヒ

ご
と
の
業ワ

ザ

に 

励ハ
ゲ

み
つ
ゝ 

正タ
ダ

し
く
強ツ

ヨ

き 
 

国ク
ニ

の
子コ

を 

育ソ
ダ

て
は
ぐ
く
む 

わ
れ
ら
の
務

ツ
ト
メ 

三
、
雄ヲ

た
け
び
奮フ

ル

ふ 

つ
は
も
の
に 

感
謝
の
ま
こ
と 

捧
げ
つ
ゝ 

皇
国

ミ

ク

ニ

の
力

チ
カ
ラ 

 
 

ゆ
る
ぎ
な
く 

い
よ
ゝ
固カ

タ

め
ん 

わ
れ
ら
の
誓

チ
カ
ヒ 

四
、
輝

カ
ガ
ヤ

く
御
代

ミ

ヨ

に 
 

生ウ
マ

れ
た
る 

（
一
九
四
三
） 

【写真６】婦人会軍事訓練（本書 212 号） 
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婦
人

ヲ

ミ

ナ

の
幸サ

チ

を 
 

讃タ
タ

へ
つ
ゝ 

興
亜

コ

ウ

ア

ノ
道ミ

チ

に 

手テ

を
と
り
て 

共ト
モ

に
進ス

ス

ま
ん 

 

わ
れ
ら
の
会

ツ
ド
ヒ

（2
6

） 

  

韻
を
踏
ん
で
い
る
、
と
言
え
ば
踏
ん
で
い
る
よ
う
な
。
巧
拙
の
判
断
は
つ
き
か
ね

ま
す
が
、
会
の
理
念
は
分
か
り
や
す
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

婦
人
会
の
活
動
は
、
そ
の
性
格
上
、
母
親
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
頃
に
な
っ
て
く
る
と
、
色
々
と
物
資
の
不
足
な
ど
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
十
三
日
付
け
「
乳
児
用
殻

粉
ノ
配
給
実
施
ノ
御
知
ラ
セ
」
は
、
そ
ん
な
社
会
の
状
態
を
眼
前
に
突
き
つ
け
る
よ

う
な
史
料
で
す
。 

 

乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実
施
ノ
御
知
ラ
セ 

今
回
右
乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実
施
ヲ
ス
ル
事
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
。
是
ハ
非
常
ニ
栄

養
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ス
。 

(イ)

人
口
栄
養
児 

生
後
一
ヶ
月
カ
ラ
四
ヶ
月
十
二
ヶ
月
児 

(ロ)

混
合
栄
養
児 

等
ヲ
優
先
的
ニ
、
尚
母
乳
不
足
ス
ル
乳
幼
児
ニ
モ
配
給
致
ス
事
ト
ナ
ツ
テ
居
リ

マ
ス
カ
ラ
、
該
当
之
方
ハ
部
落
会
長
サ
ン
ヲ
通
ジ
テ
御
申
込
下
サ
イ
。
詳
シ
イ

事
ハ
其
ノ
時
御
話
致
シ
マ
ス
。 

右
貴
部
落
婦
人
会
一
般
ニ
周
知
方
御
取
計
ヒ
ノ
程
御
願
ヒ
致
マ
ス
。 

三
月
十
三
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
（
印
） 

婦
人
会
支
部
長
殿
（2

7

） 

  

乳
児
用
の
穀
物
の
粉
。
ミ
ル
ク
の
代
わ
り
で
す
。「
是
ハ
非
常
ニ
栄
養
ノ
ア
ル
モ
ノ

デ
ス
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
母
乳
不
足
ス
ル
乳
幼
児
」
の
存
在
が
決
し
て
少
な

く
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
食
糧
不
足
、
お
母
さ
ん
も
栄
養
が
な

い
、
母
乳
が
出
な
い
、
乳
幼
児
の
ミ
ル
ク
が
な
い
、
と
い
う
当
時
の
状
況
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
戦
争
の
時
代
の
こ
ど
も
た

ち
」
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

そ
ん
な
時
期
で
も
、
軍
は
思
想
を
普
及
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
活
動
を
地
域
に
広
め
る
際
に
は
、
大
日
本
婦
人
会
も
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
三
十
一
日
付
け
「
海
軍
思
想
普
及
講
演
会

及
映
画
会
ノ
件
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
三
十
一
日 

 
 

西

浅

羽

銃

後

奉

公

会

長 

大
日
本
婦
人
会
西
浅
羽
支
部
長 

各
部
落
会
長
殿 

各
日
婦
班
長
殿 

海
軍
思
想
普
及
講
演
会
及
映
画
会
ノ
件 

標
記
ノ
件
、
左
記
ニ
依
リ
開
催
致
ス
可
ク
候
間
、
貴
部
内
各
位
ニ
御
通
知
出

席
方
御
配
位
相
成
度
。 

特
ニ
青
年
学
校
生
徒
ト
其
ノ
母
姉
タ
ル
婦
人
会
員

ハ
必
ズ
出
席
致
サ
セ
ラ
レ
度
、
右
御
依
頼
申
上
候
。 

記 

講
演
会
一
、
期
日 

八
月
一
日 

午
後
一
時
ヨ
リ 

一
、
会
場 

本
村 

国
民
学
校 

一
、
主
催 

磐
田
地
方
事
務
所 

一
、
講
師 

海
軍
恊
会
静
岡
県
支
部 

平
松
少
尉 

地
方
事
務
所
係
官 

映
画
会
一
、
期
日 

八
月
一
日 

午
後
七
時
ヨ
リ 

一
、
会
場 

本
村
国
民
学
校 

一
、
フ
イ
ル
ム 

マ
ン
ガ 

海
軍
普
及
映
画 

其
他
（2

8

） 

〔
穀
〕 

〔
穀
〕 

〔×

幼
時
〕 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
役
場
」
） 

（
一
九
四
四
） 

〔
協
〕 
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要
す
る
に
、
海
軍
の
思
想
宣
伝
で
す
。
こ
う
し
た
思
想
普
及
の
映
画
が
あ
ま
り
効

果
を
発
揮
し
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
本
書
「
映
画
」
の
項
で
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
映
画
会
は
「
マ
ン
ガ
」
と
「
海
軍
普
及
映
画
」
そ
の
他
の
抱
き
合
わ
せ
で
す
。
書

き
方
か
ら
、
多
分
、「
マ
ン
ガ
」
と
「
海
軍
普
及
映
画
」
は
別
物
で
し
ょ
う
。
マ
ン
ガ

映
画
（
今
な
ら
ア
ニ
メ
映
画
と
で
も
言
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
）
と
抱
き
合
わ
せ
に

し
な
い
と
、
海
軍
普
及
映
画
な
ん
て
見
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

昼
間
に
講
話
会
を
行
い
、
夜
間
に
映
画
上
映
会
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

愛
国
婦
人
会
創
設
者
の
奥
村
五
百
子
が
、
日
露
戦
争
の
頃
に
始
め
た
ス
タ
イ
ル
で
す

（2
9

）
。
こ
の
遊
説
ス
タ
イ
ル
は
、
静
岡
県
、
岐
阜
県
、
和
歌
山
県
な
ど
の
、
当
時
愛
国

婦
人
会
員
数
が
少
な
か
っ
た
地
域
で
行
わ
れ
、
当
該
地
域
の
愛
国
婦
人
会
の
会
員
数

を
若
干
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
す
（3

0

）
。
愛
国
婦
人
会
の
講
話
会―

映
画
上
映
会
方
式
は
、
参
加
者
が
会
員
、
官
吏
、
軍
人
遺
家
族
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

た
（
会
員
で
な
い
女
性
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
）
た
め
、
そ
の
場
に
参
加
す
る
こ
と

の
高
い
政
治
性
と
、
そ
の
参
加
者
の
限
定
性
故
の
地
域
社
会
へ
の
影
響
力
の
小
さ
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（3

1

）

が
、
右
の
大
日
本
婦
人
会
「
海
軍
思
想
普
及
講
演
会
及
映

画
会
ノ
件
」
で
は
、
内
容
を
見
る
限
り
、
参
加
者
は
そ
れ
ほ
ど
限
定
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
大
日
本
婦
人
会
西
浅
羽
支
部
で
は
、
影
響
力
の
拡
大
を
優
先
さ
せ
、
愛

国
婦
人
会
の
ス
タ
イ
ル
を
改
良
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

本
書
「
防
空
」
の
項
な
ど
で
、
当
時
、
女
性
の
力
を
、
家
庭
に
お
け
る
防
空
そ
の
他

の
活
動
の
中
心
に
据
え
よ
う
と
い
う
動
き
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
三
月
三
日
付
け
「
西
出
第
三
八
号 

藁
工
品
増
産
打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル

件
」
は
、
婦
人
会
役
員
宛
の
文
書
で
す
が
、
家
庭
で
の
軍
需
品
（
藁
製
品
）
生
産
に
も

女
性
の
力
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

西
出
第
三
八
号 

昭
和
二
十
年
三
月
三
日 

 

西
浅
羽
検
査
出
張
所
（
印
） 

『
婦
人
会
役
員
』
殿 

藁
工
品
増
産
打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
県
藁
工
品
増
産
推
進
本
部
ヨ
リ
通
牒
有
レ

之
候
条
、
甚
ダ
御

多
忙
ノ
折
柄
恐
入
リ
候
ヘ
共
、
至
急
ヲ
要
ス
ル
点
多
々
有
レ

之
由
ニ
御
座
候
間
、

左
記
ニ
依
リ
打
合
会
開
催
致
ス
ベ
ク
候
条
、
万
障
御
繰
リ
合
セ
御
出
席
相
成

リ
度
、
及
二

御
願
一

候
也
。 

◎
婦
人
会
員
ノ
御
方
ハ
成
ベ
ク
藁
工
生
産
者
ニ
御
願
ヒ
致
シ
度
、
各
部
落
共
五
、

六
名
ハ
必
ズ
御
出
席
下
サ
ル
様
、
御
手
配
相
成
度
、
御
願
申
上
候
。 

記 

一
、
日
時 

昭
和
二
十
年
三
月
五
日
午
后
三
時 

励
行 

一
、
場
所 

西
浅
羽
村
国
民
学
校 

一
、
打
合
協
議
事
項 

(イ)

増
産
ニ
関
ス
ル
件 

(ロ)

新
規
格
改
正 

(ハ)

新
価
格
ニ
関
ス
ル
件 

(ニ)

特
配
品
ノ
配
給
ニ
関
ス
ル
件 

(ホ)

其
ノ
他 

注
意 

尚
当
日
同
時
刻
ニ
空
襲
警
報
発
令
ノ
場
合
ハ
翌
日
ノ
同
時
刻
ト
ス
。

（3
2

） 

  

戦
時
中
の
藁
製
品
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
藁
の
戦
争
」
の
項
を
御
参
照
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。「
婦
人
会
員
ノ
御
方
ハ
成
ベ
ク
藁
工
生
産
者
ニ
御
願
ヒ
致
シ
度
」

と
い
う
文
言
を
見
る
と
、
女
性
が
生
産
を
直
接
的
に
担
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
う
し
た
婦
人
会
は
、
敗
戦
後
に
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
十
月
三
十
一
日
付
け
「
西
婦
第
一
号 

新
婦
人
会
結
成
ニ
関
ス
ル
協
議
会

開
催
ノ
件
」
は
、
敗
戦
後
の
婦
人
会
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
で
す
。 

 

西
婦
第
一
号 

昭
和
二
十
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

西
浅
羽
村
役
場
（
印
） 

『
前
田

き

た

』
殿 

新
婦
人
会
結
成
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
催
ノ
件 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（
手
書
） 

（「
西
浅
羽
食
／
糧
検
査
吏
員
／
出
張
所
印
」） 

（
手
書
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
役
場
」） 
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標
記
ノ
件
、
婦
人
会
ノ
帰
趨
ニ
付
テ
ハ
既
ニ
種
々
御
考
慮
中
ト

ハ
被
レ

存
候
ヘ
共
、

婦
人
会
ノ
沿
革
ヲ
顧
ル
ニ
、
町
村
婦
人
会
、
愛
国
、
国
防
等
各
其
ノ
目
的
ニ
ヨ

リ
国
家
社
会
ニ
貢
献
致
シ
来
リ
後
、
大
日
本
婦
人
会
ノ
発
足
ト
ナ
リ
、
戦
時
中

各
般
ニ
亘
リ
鋭
意
全
力
ヲ
国
策
ニ
尽
シ
、
其
ノ
成
績
亦
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
不
レ

少
。

就
中
国
体
的
奉
仕
ノ
如
キ
、
斉
シ
ク
推
賞
セ
ラ
レ
居
リ
候
。
然
ル
ニ
彼
ノ
義
勇

隊
ノ
誕
生
ヲ
見
、
次
デ
突
然
終
戦
ト
相
成
候
為
、
仝
隊
ハ
解
散
セ
ラ
レ
、
帰
趨

ニ
迷
フ
現
情
ニ
候
ヘ
共
、
思
想
ノ
善
導
、
生
活
ノ
安
定
、
其
ノ
他
婦
人
修
養
活

動
ニ
所
期
ス
ル
モ
ノ
多
ク
、
□
ニ
之
ガ
国
体
的
活
動
ニ
俟
ツ
所
、
寧
ロ
戦
時
下

ニ
優
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
存
候
間
、
此
際
新
ニ
婦
人
会
ノ
結
成
ヲ
致
シ
度
考
慮
中

偶
々
地
方
事
務
所
ヨ
リ
モ
右
促
進
方
萬
障
御
繰
合
セ
御
出
席
相
成
度
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

会
場 

西
浅
羽
村
役
場 

日
付 

十
一
月
二
日
午
前
八
時
半 

『
御
都
合
悪
し
き
場
合
ハ
必
ズ
代
理
ノ
方
ヲ
御
願
ヒ
上
候
』（3

3

） 

  

国
民
義
勇
隊
の
結
成
の
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
敗
戦
後
、
新
た
な
婦

人
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
、
と
い
う
依
頼
文
で
す
。 

 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
以
降
の
綴
の
調
査
は
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の
で
、

今
後
、
調
査
が
進
め
ば
関
係
史
料
が
見
つ
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
文

書
の
内
容
を
見
る
と
、
戦
時
期
に
婦
人
会
が
果
た
し
た
役
割
は
、
決
し
て
小
さ
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

    

                         

〻 

（
手
書
） 
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（1

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
五
日
付
け
〔
陸
軍
中
佐
増
山
藤
平
西
浅

羽
村
立
青
年
学
校
教
練
科
査
閲
に
つ
き
桑
原
ま
き
子
宛
依
頼
〕（〔
文
書
綴
〕
長
溝

自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）
。
本
書
一
五
四
号
。 

な
お
、
本
書
一
五
三
号
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
二
十
五
日
付
け
〔
陸

軍
中
佐
増
山
藤
平
西
浅
羽
村
立
青
年
学
校
教
練
科
査
閲
に
つ
き
桑
原
太
代
治
宛
依

頼
〕
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）
は
同
内
容
で
宛
先
が
違
う

も
の
。 

（2

） 

年
月
日
不
明
〔
婦
人
会
襷
〕
（
平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日
天
野
賢
二
氏
寄
贈

資
料
一―

二
）。
本
書
三
三
五
号
。 

（3

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―
―

国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
『
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
』
一
四
、
二
〇
〇
四

年
）
一
一
四
頁
。 

（4

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
四―

一
一
五
頁
。 

（5

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
四
頁
。
池
田
順
「
地
方
に
お

け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―

千
葉
県
の
事
例
か
ら―

」（『
千
葉
史
学
』
六

〇
、
二
〇
一
二
年
）
一
一
一
頁
。 

（6

） 

池
田
順
「
地
方
に
お
け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―
千
葉
県
の
事
例
か
ら

―

」（
前
掲
注
５
参
照
）
一
一
四―

一
一
五
頁
。 

（7

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
六
頁
。 

（8

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
五
頁
。 

（9

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―
国

防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
六
頁
。
池
田
順
「
地
方
に
お

け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―

千
葉
県
の
事
例
か
ら―

」（
前
掲
注
５
参

照
）
一
二
〇
頁
。 

（1
0

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」
（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
八
頁
。 

（1
1

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」
（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
七
頁
。 

（1
2

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
六
頁
。 

（1
3

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
七
頁
。 

（1
4

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（
前
掲
注
３
参
照
）
一
一
七
頁
。 

（1
5

） 

池
田
順
「
国
防
婦
人
会
の
こ
と
」（『
千
葉
史
学
』
四
七
、
二
〇
〇
五
年
）
一

一
頁
。
池
田
順
「
地
方
に
お
け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―

千
葉
県
の
事
例

か
ら―

」（
前
掲
注
５
参
照
）
一
一
一
頁
。 

（1
6

） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
十
二
日
付
け
〔
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分

会
入
会
募
集
〕（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）。
本
書
二
四
号
。 

（1
7

） 

井
上
直
子
「
愛
国
婦
人
会
の
救
済
事
業
と
女
性
の
「
軍
事
化
」」（『
史
海
』
六

三
、
二
〇
一
六
年
）
一
二
頁
。 

（1
8

） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
九
日
付
け
「
庶
乙
第
四
六
五
号 

国
民

精
神
作
興
週
間
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の

内
）
。
本
書
三
〇
号
。 

（1
9

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
二
日
付
け
「
庶
乙
第
六
三
号 

分
会

總
会
並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近

代
八
の
内
）。
本
書
三
九
号
。 

（2
0

） 

硲
夕
記
「
少
女
た
ち
の
戦
時
体
験―

愛
国
婦
人
会
と
愛
国
子
女
団
を
中
心
に

―

」（『
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九―

三
一
頁
。
日
露

戦
争
に
よ
っ
て
存
在
と
活
動
が
認
知
さ
れ
た
愛
国
婦
人
会
に
対
し
て
、
戦
後
に
そ

の
活
動
が
下
火
と
な
っ
て
い
く
中
で
、「
愛
婦
平
和
時
不
要
論
」
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
硲
論
文
二
八
頁
を
参
照
。 

ま
た
、
愛
国
婦
人
会
に
対
す
る
同
時
代
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
康
子
「
地
域

女
性
史
か
ら
み
た
愛
国
婦
人
会
」（『
中
京
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
一
九
九

七
年
）
が
詳
し
い
。 

（2
1

） 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉）
三
月
四
日
付
け
「
地
久
節
奉
祝
並
ニ
總
会
見

合
セ
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）。
本
書
四
一
号
。
文

書
の
日
付
は
「
昭
和
十
二
年
三
月
四
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
文
書
が
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
文
書
の
内
容
は
昭
和

十
三
年
度
の
愛
国
婦
人
会
西
浅
羽
村
分
会
總
会
に
つ
い
て
な
の
で
、「
昭
和
十
三

年
」
の
誤
記
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

（2
2

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
五
日
付
け
「
蚊
帳
釣
環
献
納
運
動
ニ
関
ス
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ル
協
議
会
ノ
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
）
。
本
書
八
七

号
。 

（2
3

） 
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
六
日
付
け
「
国
婦
静
第
一
一
五
号 

聖

業
完
遂
祈
願
式
挙
行
ノ
件
通
牒
」
（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
六
一
四
）
。
空
格
原

文
マ
マ
。
史
料
の
年
代
は
受
付
印
か
ら
。 

（2
4

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
二
日
付
け
「
庶
乙
第
六
三
号 

分
会

總
会
並
ニ
婦
人
報
国
強
調
週
間
ニ
関
ス
ル
件
」
本
書
三
九
号
。
前
掲
注
19
参
照
。 

（2
5

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
十
八
日
付
け
「
庶
乙
第
一
七
七
号 

婦
人

会
員
ニ
対
ス
ル
軍
事
訓
練
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治

会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
）
。
本
書
二
一
二
号
。 

（2
6

） 

（
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉
五
月
頃
か
）
「
大
日
本
婦
人
会
々
歌
」（〔
昭
和

十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
）。
本
書
二
一
四

号
。 

（2
7

） 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
三
月
十
三
日
付
け
「
乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実

施
ノ
御
知
ラ
セ
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一

の
内
）。
本
書
二
二
九
号
。 

（2
8

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
三
十
一
日
付
け
「
海
軍
思
想
普
及
講
演
会

及
映
画
会
ノ
件
」
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一

六
の
内
）
。
本
書
二
五
四
号
。 

（2
9

） 

上
田
学
「
初
期
愛
国
婦
人
会
と
映
画―

日
露
戦
争
期
の
地
方
遊
説
活
動
を
中

心
に―

」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
四
、
二
〇
〇
六
年
）。 

（3
0

） 

上
田
学
「
初
期
愛
国
婦
人
会
と
映
画―

日
露
戦
争
期
の
地
方
遊
説
活
動
を
中

心
に―

」
（
前
掲
注
28
参
照
）
一
一
頁
。 

（3
1

） 

上
田
学
「
初
期
愛
国
婦
人
会
と
映
画―

日
露
戦
争
期
の
地
方
遊
説
活
動
を
中

心
に―

」
（
前
掲
注
28
参
照
）
一
五
頁
。 

（3
2

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
日
付
け
「
西
出
第
三
八
号 

藁
工
品
増

産
打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後

半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
四
号
二
次
使
用
面
。 

（3
3

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
三
十
一
日
付
け
「
西
婦
第
一
号 

新
婦
人

会
結
成
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
催
ノ
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長

溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の
内
）
。
本
書
三
一
四
号
。 
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